




















































イ 次の図のような不整形地については、不整形地の地積をその間口距離で除して得た計
算上の奥行距離を基礎として評点数を求める。

ウ 次のような不整形地については、これに近似する整形地について評点数を求める。

例題８ 普通商業地区における路線価 1,000点の場合の計算例

本図の場合においては、面積 350平方メートルであり、間口距離は20メートルであるから、
平均的な奥行距離は17.5メートルである。想定整形地面積は 700平方メートルであるから、不
整形地補正率は0.80である。

(路線価) (奥行価格補正率) (不整形地補正率)

(1) １平方メートル当たり＝1,000 × 1.00 × 0.80評 点 数

＝800

(１平方メートル当たり評点数) (地積)

1(2) 評 点 数＝800 ×(20×35× )2

＝280,000

例題９ 普通商業地区における路線価 1,000点の場合の計算例

本図の場合においては、面積 550平方メートルであり、間口距離は10メートルであるから、
平均的な奥行距離は55メートルであるが、想定整形地の奥行が35メートルであるから、この場
合は35メートルとする。想定整形地面積は 700平方メートルであるから、不整形地補正率は
0.96である。

(路線価) (奥行価格補正率) (不整形地補正率)

(1) １平方メートル当たり＝1,000 × 0.98 × 0.96評 点 数

＝941

(１平方メートル当たり評点数) (地積)

(2) 評 点 数＝941 ×550

＝517,550
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